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はじめに
　九州歴史資料館では、文化財の科学的調査や修復
作業に様々な科学機器を使っていますが、なかでも病
院の検査でおなじみのＸ線ＣＴスキャナ（以下ＣＴ）
は、考古資料をはじめ美術工芸品など様々な文化財の
調査に威力を発揮しています。
　今回の展覧会では、観世音寺から出土した土製鋳型
を展示していますが、これらがどのように作られたのか
を知るために、ＣＴを使った調査を行いましたので、そ
の成果を紹介します。

１．ＣＴとは
　ＣＴは、Ｘ線透過撮影（レントゲン撮影）を360度全
方向から行い、そのデータをコンピュータ処理して、被
写体の内部がどうなっているのかを調べるものです。デ
ータは断層像（輪切り）や三次元像（３Ｄ）を表示して、
肉眼では観察することができない内部を立体的に把握
することができます。　
　当館のＣＴは、大きさや形がまちまちな文化財を安
全に撮影できるよう、医療用と違い、開放された回転台
を設置し、その上に文化財を置き、回転しながら撮影す
るしくみを採用しています。

２．ＣＴによる調査成果
　観世音寺から出土した土製鋳型のX線CT画像を見
てみましょう。まず土は、白く粒状のものが画像に見えて

いるので、砂と粘土を混ぜ合せて作ったものと思われ
ます。　
　また、鋳型内部に細長い長方形の隙間があることが
わかります（CT画像の黒い部分）。これは鋳型の製作時
粘土の中に藁や籾殻のような植物を混ぜた痕跡である
と思われます。長さは１～２㎝位であることから考える
と、細かく切り刻んで混ぜていたのかもしれません。　   
　他に、正方形のようなブロックに見える部分もありま
す。これも植物のような有機物なのでしょうが、木炭の
ようなものを粉砕して混ぜているようで、観世音寺にい
た工人たちは、植物を混ぜて鋳型を作ったと思われま
す。
　その理由の一つに、鋳型は、実際に使う前に一度、火
を当て焼いておきます。この時、植物が熱で燃え尽きて
しまうので、中にこうした隙間ができることになります。
この隙間は金属を流し入れた時に発生するガスを抜く
役目を果たすものです。これにより、鋳型からガスが抜
けきらずに割れてしまうような失敗を防止できます。
　鋳型を製作する時は、表面の文様彫刻が大事である
ことはもちろんですが、鋳造品を美しく作り上げるため
には、直接、目にすることがない鋳型内部の構造にも気
を配っていることを窺い知ることができます。
　このようにＣＴは、外見からは見ることができない鋳
造を行った工人たちの工夫を見ることができます。
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